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はじめにはじめにはじめにはじめに    

平成23年3月末から4月末にかけて肥育牛7頭が、

突然、起立不能となり、4 頭が死亡した事例について

報告する。 

 

発生発生発生発生のののの概要概要概要概要    

１．農場 

発生農家は、交雑種 160 頭を飼養。県外の特定 2 農

場から 6～8 カ月齢で導入。給与飼料は、全て購入飼

料で、特に発生前の飼料の変更などはなかった（表 1）。 

２．臨床症状等 

発生概要を表２に示した。初発、平成 23 年 3 月 26

日、１頭が起立不能となり、3 日後に死亡した。続い

て、4 月 5 日、1 頭が起立不能となり、診療所の治療

中に死亡。翌 6 日に、2 頭が起立不能となったため、

家保に通報があり、立入検査し、口蹄疫の症状がない

ことを確認した。翌朝、未明に、この１頭が死亡して

おり、天然孔の出血と凝固不全が認められたため、ア

スコリー検査を実施し、炭疽の陰性を確認した後、病

性鑑定を実施した。また、6 日に起立不能となってい

たもう１頭が、9 日に死亡したため、病性鑑定はこの

2 頭について実施した。 

その後、14 日に 1 頭、19 日に 1 頭、21 日に 1 頭が

相次いで起立不能となったが、治療により、10～37

日後に起立した。 

発症牛は9～24カ月齢で、症状は、起立不能以外に、

食欲不振、No.2，3，4 は発症時にすでに体温低下、No.7

は発熱がみられた。便は少量で、下痢はなく、No4,5

についてはごく少量の血液が混じっていた。 

発症牛は、肥育牛舎１の 3 分房と育成牛舎の 1 分房に限られていた（図 1）。 
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病性鑑定病性鑑定病性鑑定病性鑑定    

１．材料 

 4月6日に起立不能となり、その後死亡した2頭（No.3、

No.4）について、表３のとおり病性鑑定を実施した。 

２．剖検所見 

 2 頭ともに中等度の死後変化がみられました。 

剖検所見では、2 頭ともに共通して主要臓器にうっ血、

出血が認められ、腎臓や消化管の融解が顕著であった

（図２、表４－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．病理組織学的検索 

2 頭に共通して諸臓器に出血が認められるものの、起立不能になるような中枢神経系の変性や壊

死などの病変がなく、また細菌の関与を疑うような炎症も認められなかった（図３、表４－２）。 

 

 

  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．血液血清学的検査 

 2 頭ともに共通して赤血球、Ht 値の増加、好中球の増加による白血球の増加、酵素系の増加が認

められたが、尿石症を疑うような BUN、クレアチニンの増加はなく、カルシウム、ビタミン A の値

から、低カルシウム血症やビタミン A 欠乏症などでもないと考えられた（表５）。 

５．ウイルス学的検査及び細菌学的検査 

 主要臓器からウイルスや好気性菌は分離されなかった（表４－２）。 

    

発生原因発生原因発生原因発生原因のののの検索検索検索検索    

１．牛壊死性腸炎の検査 

発生状況及び病理所見から牛壊死性腸炎が強く疑

われたが、2 頭とも死後、時間が経過していたため、

Clostridium perfringens を定量できなかった。そこ

で、補助的に発症牛、同房牛及び対象牛のペア血清に

ついて抗体検査を実施した（表６）。発症牛 3 頭の有

意な抗体上昇はみられず、同居牛及び対象牛とほぼ同

じ値であったため、牛壊死性腸炎を裏付ける結果は得

られなかった（表７）。 

２．ボツリヌス症の検査 

 牛ボツリヌス症を疑い、胃内容を用い、強化クック

ドミート培地で 37℃4 日間嫌気培養後、培養上清

0.5ml（対象 PBS0.5ml）をマウス 4匹に腹腔内接種し、

1週間観察したが（表８）、接種区のマウスは死亡せず、

毒素は検出されなかった（表９）。 

 また、発症牛 3 頭の最終発生から 3週間後の血清を

用い、ボツリヌス菌 C 型及び D型毒素の抗体検査を実

  

 

 



施したが（表８）、いずれも陰性であった（表９）。 

治療状況治療状況治療状況治療状況    

7 頭の治療状況を表１０に示した。回復した 3 頭につ

いては、発見時に比較的軽症であり、ペニシリンを主

とする抗生剤、副腎ホルモン剤、栄養補給の投与で早

い段階で起立不能以外の症状が改善した。 

 

対策対策対策対策    

 クロストリジウム菌の関与も視野に入れた対策を

実施した。 

4 月 20 日、発症牛舎の牛床を全て取り除き、塩素で

消毒後、消石灰で消毒し、翌日に、同居牛へ予防的に

抗生剤（ペニシリン）を投与した。また、ボツリヌス

菌の感染源として報告のあるカラス対策のため、5 月

上旬には全牛舎に防鳥ネットを設置した。 

 

まとめまとめまとめまとめ及及及及びびびび考察考察考察考察    

 今回の事例は、発生状況、臨床症状、病理所見から、

牛壊死性腸炎及びボツリヌス症が疑われたが、原因究

明には至らなかった。3 頭は起立不能になって以降、

ペニシリンを主とする抗生剤、副腎ホルモン剤、栄養

補給などで食欲不振等の症状が改善し、10～37 日後に

起立した。 

発生農場は山際で、周辺に多数のカラスが確認され

ていたことから、全牛舎に防鳥ネットを設置するなど

の野鳥対策とクロストリジウムにも有効な消毒薬に

よる消毒などの早急な対策により、その後の発生は認

められていない。 

壊死性腸炎の検査は、死後、すみやかに小腸内容物

の定量培養をする必要があるが、牛の死亡は朝発見さ

れることも多く、今回の事例においても、死後、長期

間経過していたことから、充分な原因検索はできなか

った。 

また、ボツリヌス菌は、嫌気度要求が高く、分離が

難しいことから、ボツリヌス毒素の検出が一般的であ

る

１）

。その場合、消化管内容物を複数箇所から採取す

 

 

 



ることが検出率向上につながる。また、特に直腸便か

らの毒素の検出率が高いとの報告があるが

２）

、今回、

材料の採取不足により、十分な原因検索ができなかっ

た。また、発症牛のボツリヌス菌Ｃ型及びＤ型毒素の

抗体が陰性であったが、野外感染では抗体上昇しにく

いため、これによりボツリヌス症を否定することはで

きない。 

今後、同様な事例に対し、他県の事例も参考により

詳細な原因究明を図っていくとともに、基本的な衛生

対策の徹底が重要であると思われました。 
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